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本日お話する内容

日本体育大学と日体史料室の紹介

収集方針とコレクション

今後の課題
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日本体育大学の概要
1891（明治24）年に日高藤吉郎が設立した「体育会」が前身

建学の精神：體育富強之基（たいいくふきょうのもとい）

真に豊かで持続可能な社会の実現には、心身ともに健康で、体
育スポーツの普及・発展を積極的に推進する人材の育成が不可
欠である。
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日本体育大学

大学院

体育科学研究科

教育学研究科

保健医療学研究科体育学部

スポーツ文化学部

スポーツマネジメント学部

児童スポーツ教育学部

保健医療学部

身体にまつわる文化と科学の総合大学



日本体育大学の歩み
①日本体育会の設立と相次ぐ移転
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体育会設立 体操練習所 体操学校

1891 1893 1900

日高藤吉郎が東京市
牛込区に体育会を設
立（翌年、日本体育
会と改称）

体操練習所を東京市
麹町区飯田町4丁目
に設置

日本体育会体操学校
と改称

麹町区飯田町1丁目
字牛が淵に移転



日本体育大学の歩み
②大井時代から土浦時代

2021.10.07 全国大学史資料協議会2021年度全国研究会 7

大井町 日本体育専門学校 土浦市

1904 1941 1946

東京府内荏原郡大井
町字浜川に移転

専門学校に昇格。

世田谷区深沢の現在
地に移転（1937年）

東京大空襲で甚大な
被害を受け、土浦市
の元海軍航空隊跡地
に移転



日本体育大学の歩み
③新制大学として再スタート
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日本体育大学 世田谷区に復帰 学科開設

1949 1951 1960s

新制大学として日本
体育大学設立

当初は体育学部体育
学科のみ

世田谷区深沢キャン
パスに復帰

健康学科、武道学科
を開設



日本体育大学の歩み
④単科大学から総合大学へ
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新キャンパス開設 大学院開設 学部改組・開設

1971 1975 2010s

横浜市緑区（現青葉
区）に健志台キャン
パスを開設

大学院体育研究科を
開設

女子短期大学部改組
（現児童スポーツ
教育学部）

学部の新設・改組が
続く



日体史料室の概要
横浜・健志台キャンパス 5号館2階（68㎡）

『学校法人日本体育会百年史』の編纂時に収集された史料を中
心に、本学関係史料を保存管理

担当事務は図書館課が担当
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日体史料室設置の経緯
①八十年史編纂時の課題
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六十五年史構想 八十年記念事業

1958 1972

『日本体育会日本体
育大学七十年史』に
拡大されたが、未刊
に終わる

編纂委員会が組織化

火災などによる保存
文書類の散逸、史料
収集の遅延が課題に



日体史料室設置の経緯
②百年史編纂事業と史料収集
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委員会規程 編纂作業が本格化 百年史刊行

1982 1990 1991

百年史編纂委員会規程
が制定

体育史研究室を中心
に編纂作業が本格化

史料収集、年表・資
料編の編集に図書館
課職員2名が協力

『学校法人日本体育
会百年史』刊行



日体史料室設置の経緯
③史料室設置の機運
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意見提出 百年記念資料室設置

1990 1992

百周年記念事業委員
会に記念史料室設置
の意見提出

学内文書類の他、写
真パネル、手書きの
年史、ユニフォーム
類が移管
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日体史料室設置の経緯
④日体史料室の設置
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施設使用願い 図書館課に移管

2001 2002

寄贈文庫も含めた整理・
配架スペースとして、施
設使用願いを図書館課が
提出

「日体史料室」に名称変更

一部史料はスポーツ課が
管理
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出典: 学報『NITTAIDAI』4号（2002.4）p. 19



日体史料室設置の経緯
⑤スポーツ図書館・博物館構想
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11の大学改革構想案

2006

構想案の一つとしての
「スポーツ図書館・博物館構想」
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収集方針
「日体史料室資料収集・保存方針」を検討している段階

収集対象
◦学校法人日本体育大学に関する史料

◦日本体育大学に関する史料

紙資料の他、写真、視聴覚資料、電子媒体、モノ資料も対象

252021.10.07 全国大学史資料協議会2021年度全国研究会



収集から保存まで
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収集 整理 保存

刊行物寄贈の依頼
関係者からの寄贈

図書館システムに
登録

保存箱作成
史料の電子化
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図書館システムへの登録例
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書架番号 項目名 書架番号 項目名

Ａ： 系列校 Ｍ： 実演会等ＡＶ・年史紙焼き写真

Ｂ： 日本体育会・キャンパス工事・学則・規程 Ｎ： 年史

Ｃ： 大学構想・事務連絡協議会 Ｏ： 栗本学長寄贈資料

Ｄ： 教授会議事録 Ｐ： 図書館・オリンピックその他競技大会

Ｅ： 名簿・組合 Ｑ1： 募集要項・就職

Ｆ： 紀要・雑誌 Ｑ2： 入学・受講手続き（シラバス等）

Ｇ・H： 教員著書 Ｒ1・R2： 研修会・実習

Ｉ： 広報・大学案内 Ｓ： 日体フェスティバル・実演会・卒論抄録

Ｊ1： 大家氏寄贈資料 Ｔ・U： 卒業アルバム

Ｊ2： 現物資料 Ｖ： 学友会部活動・海外研修・大学院

Ｋ： 佐々木氏寄贈資料 Ｗ： 同窓会・学友会

Ｌ： 佐々木氏・正木氏寄贈資料
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木下秀明先生寄贈日本体育会年史関係アルバム
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創立百周年記念式典ポジフィルム
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学友会部史
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学友会部史
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第31回オリンピック競技大会日本代表男子体操チーム
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今後の課題 規程類の

整備

人員・施設

収集史料の

拡大

学内機関との

連携



今後の課題
①規程類の整備
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業務分掌、組織規程での位置づけ

文書取扱規程

運用規則の整備



今後の課題
②人員・施設

2021.10.07 全国大学史資料協議会2021年度全国研究会 37

専門的職員の配置

保存・展示スペースの整備



今後の課題
③収集史料の拡大
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学友会活動の史料収集

電子資料・電子文書への対応

オーラルヒストリー



今後の課題
④学内機関との連携
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附置機関との連携

他部署保管資料の把握


